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市
民
バ
ス
の
歴
史

　
韮
崎
市
民
バ
ス
は
、も
と
も
と
、

民
間
事
業
者
が
運
行
し
て
い
た
民

間
の
バ
ス
路
線
で
し
た
。
利
用
者

の
減
少
等
が
要
因
と
な
り
、
そ
れ

ら
の
バ
ス
路
線
の
廃
止
決
定
に
伴

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
継
続
を

望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
市
民
バ
ス
は
、
そ
う
い

っ
た
声
に
応
え
、
地
域
公
共
交
通

の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
平
成
12

年
度
よ
り
市
内
の
３
事
業
者
に
委

託
運
行
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
は
㈲
甲

斐
タ
ク
シ
ー
、㈲
韮
崎
タ
ク
シ
ー
、

山
交
タ
ウ
ン
コ
ー
チ
㈱
の
３
社
が

市
民
バ
ス
の
運
行
を
担
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
作
る
公
共
交
通

　
公
共
交
通
は
み
ん
な
で
作
り
上

げ
て
い
く
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
バ
ス
の
本
数
・

台
数
は
都
市
部
と
比
べ
る
と
少
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ

は
、
利
用
人
口
に
大
き
な
差
が
あ

る
か
ら
で
す
。
バ
ス
を
運
行
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
資
源
が
必
要

で
す
。
利
用
者
が
少
な
け
れ
ば
資

源
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
一
方
で
、
利
用
者
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
自
分
の
使
い
た
い
と

き
に
バ
ス
が
な
け
れ
ば
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
は
、
普
段
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
ま
す
か
。
自
家
用

車
の
保
有
率
が
高
く
な
り
、
一
人
が
約
１
台
保
有
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
現
在
、
お
そ
ら
く
自
家
用
車
で
移
動
し
て
い
る
と
い

う
市
民
の
皆
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
初
め
て
乗
っ
た
バ
ス
は
私
た
ち
に
ワ
ク
ワ
ク

を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
見
慣
れ
た
風
景
。
車
か
ら
で
は
な
く
、
バ
ス
の
車
窓
か

ら
眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
と
違
っ
た
風
景
が

広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
日
常
の
中

の
非
日
常
が
あ
ふ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
あ
の
頃
の
ワ
ク
ワ
ク
を

も
う
一
度
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市民バスに乗ろう!!特集
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こ
の
よ
う
に
運
行
と
利
用
は
相

互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
利

用
が
増
え
る
こ
と
は
き
っ
と
利
便

性
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
公
共

交
通
の
抱
え
る
課
題
は
大
変
難
し

い
も
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
も

改
善
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
韮
崎
で

み
ん
な
が
使
い
や
す
い
公
共
交
通

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竜
岡
線
を 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
運
行
！

　
10
月
か
ら
市
民
バ
ス
竜
岡
線
が
、

竜
岡
町
の
地
区
内
（
越
道
地
区
、

真
葛
地
区
、
み

だ
い
ス
カ
イ
タ

ウ
ン
地
区
）
を

運
行
し
ま
す
。

小
型
化
し
た
車

両
で
身
近
な
市

民
バ
ス
と
な
り

ま
す
の
で
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

穂
坂
線
を
増
便
し
ま
す
！

　

韮
崎
東
中
学
校
の
生
徒
が
下
校

時
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
10
月

よ
り
市
民
バ
ス
穂
坂
線
を
増
便
し

ま
す
。

■
出
発
時
刻

　

柳
平
行　

市
立
病
院
14
時
16
分

　
（
韮
崎
東
中
学
校
14
時
30
分
発
）

※
詳
細
は
差
し
込
み
の
時
刻
表
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲竜岡線新車両イメージ
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平
成
12
年
か
ら
市
民
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
私
も
廃
線
前
の
バ
ス
で

学
校
や
保
育
園
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

廃
線
と
な
り
、
運
行
の
委
託
を
お
願
い

さ
れ
た
と
き
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
市
内
の
事
業
者
が
市

民
の
足
と
な
る
市
民
バ
ス
を
運
行
で
き

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
歳
を
重
ね
る
た
び
に
、
人

と
の
出
会
い
や
友
人
と
交
流
す
る
こ
と

に
ワ
ク
ワ
ク
し
、
と
て
も
楽
し
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
10
月
か

ら
は
新
し
く
な
る
竜
岡
線
を
担
当
し
ま

す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
バ
ス
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
買
い
物
や
通

勤
・
通
学
等
の
「
生
活
の
足
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

人
と
の
出
会
い
や
友
人
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
と
し
て
市
民
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
生
活
の
一
助
と
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
手
と
し
て
、
安
全
運
転
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
者
の
方
に
よ
く
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

座
席
に
座
っ
て
か
ら
発
車
す
る
な
ど
高

齢
者
に
安
心
し
て
乗
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
配
慮
し
た
運
転
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
近
い
将
来
、
団
塊
世
代
の
方
の
免
許

返
納
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て

公
共
交
通
の
拡
充
も
検
討
し
て
い
く
必

要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
と
「
市

民
バ
ス
が
な
く
な
っ
て
は
困
る
。
」
と

い
う
声
や
、「
買
い
物
に
往
復
２
０
０

円
で
行
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
。」
と

い
う
声
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

も
安
全
運
転
を
心
が
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら
親

し
ま
れ
る
運
転
手
を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
バ
ス
に
関
す
る
お
願
い

㈲韮崎タクシー
代表取締役 山本さん

㈲甲斐タクシー
バス運転手 望月さん

【
バ
ス
利
用
時
の
お
願
い
】

◦
バ
ス
停
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
道
路
の
一
方
に
し
か
バ
ス

停
が
な
い
場
合
に
は
、
対
向
車
線
の
バ
ス
停
の
正
面
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

◦
目
的
の
バ
ス
が
来
た
ら
、
乗
車
意
思
の
確
認
の
た
め
、
手

を
挙
げ
る
な
ど
乗
務
員
に
分
か
る
よ
う
に
合
図
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
運
賃
は
降
車
時
の
精
算
で
す
。
釣
り
銭
が
出
な
い
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
小
銭
の
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
安
全
の
た
め
、
走
行
中
の
移
動
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
降

車
の
際
も
、
バ
ス
が
停
車
し
て
か
ら
移
動
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
自
由
乗
降
区
間
で
あ
っ
て
も
、
降
り
る
場
所
が
近
い
乗
客

が
い
る
場
合
は
、
出
来
得
る
限
り
同
じ
場
所
で
降
車
願
い

ま
す
。

【
バ
ス
運
行
に
関
す
る
お
願
い
】

◦
自
由
乗
降
区
間
等
に
お
い
て
、
バ
ス
停
が
な
い
場
所
で

も
、
バ
ス
が
停
車
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
等
で

市
民
バ
ス
の
後
ろ
を
走
行
す
る
際
は
、
十
分
に
車
間
距
離

を
と
っ
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
運
行
ル
ー
ト
上
の
道
路
に
草
木
が
出
て
い
る
と
、
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
伐
採
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
路
線
、
車
両
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
市
民
バ
ス
へ
の
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
市
民
バ
ス
を
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
小
児（
※
）・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
運
賃
割
引
な
ど
各
種
割
引
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
（
※
）小
児・・・６
歳
以
上
小
学
生
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当
（
内
線
３
５
７
）

　民営バスを利用して遠距離通学している小学生・中学生を対象に、民営バスの通学年間定期券が市民バ
スの小児・中学生パス（年21,600円）を上回る場合は、その差額を教育委員会で補助いたします。
　○小学生バス通学費補助　　《対象》民営バスを利用して通学する小学生
　○中学校遠距離通学費補助　《対象》自宅から学校までが3.5km以上あり、民営バスを利用して通学す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る中学生
　※申請方法などの詳細については、教育課学校教育担当へお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせ　教育課 学校教育担当（内線265）

　
小
児
・
中
学
生
パ
ス
お
よ
び
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
パ
ス
は
山
交

タ
ウ
ン
コ
ー
チ
㈱
韮
崎
営
業
所
ま

た
は
山
梨
交
通
韮
崎
駅
前
案
内
所

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
購
入
時
に
必
要
な
も
の

○
小
児
・
中
学
生
パ
ス

印
鑑
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証

○
高
齢
者
パ
ス

印
鑑
、
年
齢
が
わ
か
る
証
明
書

（
保
険
証
、
免
許
証
等
）

○
障
が
い
者
パ
ス

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

■
フ
リ
ー
パ
ス
購
入
場
所　

　
山
交
タ
ウ
ン
コ
ー
チ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
韮
崎
営
業
所

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
２
５
１
１

　
山
梨
交
通
韮
崎
駅
前
案
内
所

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
５
１
５
６

※
10
月
以
降
の
路
線
図
が
裏
表
紙
に

あ
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
民
バ
ス
の
通
学
利
用
の
活
性

化
と
、
将
来
的
に
市
民
バ
ス
利
用

者
と
な
り
得
る
世
代
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
小
児
・
中
学
生
割

引
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

　
小
児
お
よ
び
中
学
生

■
料
金

　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
の
小
児
運
賃
（
運
賃

半
額
）
に
よ
り
、
１
０
０
円
を

下
回
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
年
間
フ
リ
ー
パ
ス

　
　
　
　
　
　

２
１
，
６
０
０
円

※
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
は
年
度
内
で

の
利
用
と
な
り
ま
す
の
で
有
効

期
間
は
４
月
１
日
～
翌
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
の
確
認
方
法

・
小
学
生
以
下

…
口
頭
に
よ
る
申
告

・
中
学
生

…
着
用
の
制
服
、
学
校
長
が
発

行
す
る
学
生
証
の
提
示

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
買
い
物

や
、
通
院
な
ど
、
移
動
に
伴
う
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
割
引
を
実
施
し

ま
す
。

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・
障
害
者 

　
手
帳
所
持
者

■
料
金　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
の
障
が
い
者
運
賃

（
運
賃
半
額
）に
よ
り
、１
０
０

円
を
下
回
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
３
ヶ
月
パ
ス　
３
，
０
０
０
円

　
年
間
パ
ス　
１
２
，
０
０
０
円

　
学
生
の
長
期
休
暇
に
合
わ
せ
て
、

学
生
を
対
象
に
学
生
割
引
を
実
施

し
ま
す
。

■
対
象　
小
・
中
・
高
・
大
学
生

■
実
施
期
間

・
冬
季
：
12
月
20
日

　
　
　
　
～
平
成
31
年
１
月
10
日

　
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
全
利

用
者
を
対
象
に
ホ
リ
デ
ー
割
引
を

実
施
し
ま
す
。

■
対
象　
市
民
バ
ス
利
用
者

■
実
施
日　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

■
料
金　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

・
春
季
：
平
成
31
年
３
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
４
月
10
日

■
料
金　
全
区
間
１
回
50
円

※
期
間
中
、
利
用
し
た
学
生
に
は

学
生
割
引
を
優
先
適
用
し
ま
す
。

※
竜
岡
線
は
、
学
生
割
引
の
対
象

外
で
す
。

身
近
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て

市
民
バ
ス「
運
賃
割
引
」の
紹
介
!!

小
児
・
中
学
生
割
引

高
齢
者
・
障
が
い
者
割
引

ホ
リ
デ
ー
割
引

学
生
割
引

フ
リ
ー
パ
ス
の
購
入
に
つ
い
て

通学費補助制度について
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◀
す
し
握
り
体
験

　
　
（
７
月
27
日
お
す
し
若
）

韮
崎
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
は
、

昭
和
63
年
か
ら
学
生
の
相
互
派
遣

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も

７
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
週

間
、
６
名
の
高
校
生
と
引
率
者
が

本
市
を
訪
れ
、
市
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、
市
内
の
学
校
訪
問
に

よ
る
学
生
と
の
交
流
や
陶
芸
体

験
、
京
都
・
奈
良
・
広
島
を
め
ぐ

る
研
修
旅
行
等
の
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
日
本
の
様

々
な
文
化
に
触
れ
、
驚
い
た
り
、

感
動
し
た
り
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。
お
そ
ら
く
、
言
葉
、
文
化
、

習
慣
、
全
て
が
違
う
日
本
で
の
初

め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
で
す
が
、
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
訪
問
先
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
の
気
持
ち
に

よ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
緊
張
も
し

だ
い
に
ほ
ぐ
れ
て
い
っ
た
様
子
で

し
た
。

　
本
市
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
み

ん
な
親
切
で
、
自
然
が
多
く
、
美

し
い
ま
ち
だ
と
声
を
そ
ろ
え
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
私

た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
い
つ

か
ま
た
訪
れ
て
く
れ
る
そ
の
日
ま

で
、
私
た
ち
も
わ
が
ま
ち
の
魅
力

を
大
切
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
▶
大
賀
ハ
ス
池

　
　
（
７
月
11
日
穴
山
町
）

― 姉妹都市高校生ホームステイ事業 ―

フェアフィールド市の皆さん
ようこそ韮崎市へ
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　この旅は、私が想像していた以上にうまくいきま
した。ホストファミリーや韮崎市のスタッフをはじ
め、全ての人が歓迎してく
れました。韮崎市はとても
素敵な友好都市です。
　ホストファミリーは私を
家族の一員のような気持に
してくれました。素晴らし
い思い出をありがとう。

　見たいと思っていたすべての場所を見ることが出
来てとても満足しています。韮崎市は、全ての人が
親切で、私たちを歓迎してくれていると感じました。
　ホストファミリーは私の好みに合わせて、自分た
ちの食べ物を調整してくれ
たりしました。一緒に出掛
けて、新しいことを学ぶこ
とが好きでした。また、一
緒にゲームをしたり買い物
をしたり、とても楽しかっ
たです。私は彼らの全てが
大好きです。

国際交流

　
姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
一
般
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
通
じ
て
、
様
々
な
人
と
接
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
な
感
覚

を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

市
内
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生
を

対
象
に
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

へ
の
派
遣
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　
12
月
15
日
（
土
）
～

　
　
平
成
31
年
１
月
５
日
（
土
）

《
22
日
間
※
変
更
の
場
合
あ
り
》

■
募
集
人
員

　
中
・
高
校
生
６
名
《
予
定
》

■
募
集
期
間

　
９
月
３
日（
月
）～
14
日（
金
）

■
申
込
方
法

　
応
募
用
紙
と
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト

　
を
提
出

※
後
日
、
面
接
試
験
を
行
い
派
遣

者
を
決
定
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
・
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト

は
、
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
総
合
政
策

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
負
担
金

　
18
万
円
程
度
（
過
去
実
績
）

■
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

　
国
際
交
流
実
行
委
員
会

　
（
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当
）

（
内
線
３
５
６
）

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ

行
こ
う
！

　このプログラムはぜひ続けていってほしいです。
なぜなら、この経験は人生を変えると思うからです。
　韮崎市は素晴らしい文化のセンスと革新（イノベ
ーション）を持っているま
ちだと感じました。
　私のホストファミリーは
とても歓迎してくれ、特に
ホストマザーは私の本当の
母のようでした。また戻っ
てきたいです。

　私はこのプログラムに大
変満足しています。韮崎市
はフェアフィールド市より
良い場所だと思います。ま
た、韮崎市で食べた桃がと
ても美味しかったです！
　私と私のホストファミリ

ーとは、本当の家族のようでした。これ以上のホス
トファミリーは望みません。今すぐにでも戻りたい
くらい、彼らの事が大好きです。

　体験したことの全てが素
晴らしかったです。私の人
生の中で一番の経験でし
た。韮崎市は緑が豊かでと
ても美しく、そして清潔な
まちだと感じました。
　私のホストファミリーは、

私の第二の家族です。彼らが私にしてくれた全ての
ことに感謝しています。またすぐに再会できること
を願っています。彼らが大好きです。

　このプログラムは素晴ら
しく、とても良い機会だと
思います。友人にも勧めた
いと思います。皆さんとて
も親切で、手厚くもてなし
てくれました。
　韮崎市はとても美しく綺

麗なまちでした。また、学校訪問では大変感銘を受
けました。再び訪れる日を楽しみにしています。
　私のホストファミリーは大変素晴らしく、とても
親切でした。家族のスケジュールを私を中心に調整
してくれました。私はきっと彼らの事を恋しく思う
でしょう。

イ
ザ
ベ
ラ
・

ア
ー
リ
さ
ん

チ
ェ
リ
シ
ュ
・

ス
パ
イ
ク
ス
さ
ん

ジ
ュ
リ
ア
・

モ
デ
ィ
ナ
さ
ん

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん

　僕はこのプログラムに大変満足しています。韮崎
市はアメリカより素晴らしいところだと感じました。
　僕のホストファミリーは
僕にとって最高の家族でし
た。最初から僕にとてもマ
ッチしていると感じまし
た。出来ることなら、アメ
リカに連れてきてほしいく
らいです。

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん

ジ
ム
・

ポ
ス
ト
ン
さ
ん

ダ
リ
シ
ア
・

ク
ル
ー
ズ
サ
ン
ト
ス
さ
ん

（※抜粋）

ホームステイ
の感想
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下水道事業

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
!!

　
生
活
環
境
の
向
上
と
水
質
保
全
の
た
め
に

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
（
処
理
区
域
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
法
律
に
よ
り
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
合
併
浄
化
槽
の
標
準
的
な
管
理
費
（
約
９
，
２
０
８
円
／
２
ヵ
月
）
と
、
平
均
的
な
下
水
道
の
使
用
料

（
５
，
４
２
０
円
／
２
ヵ
月
）
を
比
較
し
て
も
、
下
水
道
は
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
生
活
環
境
の

向
上
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
に
も
、
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　
下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の

作
成
、
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代

行
し
ま
す
。
指
定
工
事
店
の
一
覧

は
、
下
水
道
担
当
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
費
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

下
水
道
処
理
区
域

　
韮
崎
地
区
、
藤
井
町
、
旭
町
・

大
草
町
・
龍
岡
町
の
一
部

各
種
補
助
事
業
の
ご
活
用
を

●
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

　
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

　
内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※
処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

　
こ
と
。

※
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
を

　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
下
水
道
排
水
設
備
設
置
費
補
助
金

■
対
象　
下
水
道
処
理
区
域
内
に

お
い
て
平
成
13
年
４
月
１
日
以

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

　
下
水
道
使
用
水
量
は
、
原
則
的

に
は
水
道
水
使
用
水
量
に
基
づ
い

て
決
め
ま
す
が
、
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、【
表
２
】
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
使
用
料
は
【
表
３
】

の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施

工
す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属

が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責

任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。
平
成
30
年
度
か

ら
は
、
試
験
問
題
が
（
公
社
）
日

本
下
水
道
協
会
作
成
の
共
通
試
験

問
題
と
な
り
ま
す
。

■
講
習
会　
10
月
30
日
（
火
）

■
試
験
日　
11
月
25
日
（
日
）

■
会
場

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

■
申
込
期
間　
９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
10
月
10
日
（
水
）

※
申
込
用
紙
は
、
上
下
水
道
課
下

水
道
担
当
、
お
よ
び
県
内
４
か

所
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人

　
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字

　
　
　
　
北
畑
４
１
７
番
地
）

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

降
に
設
置
届
を
提
出
し
、
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方

で
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
を

実
施
す
る
一
般
家
庭

■
補
助
額　
【
表
１
】
の
と
お
り

接続時期 補助金額
処理区域公示から１年以内 
（H30年４月供用開始） ８万円

処理区域公示から２年以内 
（H2９年４月供用開始） ５万円

処理区域公示から３年以内 
（H2８年４月供用開始） ３万円

【表1】下水道排水設備設置費補助金
　　　　　　　（一般家庭用のみ）

【表2】使用水量の決め方

【表3】使用料金表（2か月分）税込

使用状況 一般 営業

水道水のみを
使用している場合 水道水使用水量

井戸水のみを
使用している場合 認定人員×８㎥/月 量水器による計測量

水道水と井戸水を
使用している場合

水道水使用水量 
＋ 

認定人員×４㎥/月

水道水使用水量 
＋ 

量水器による計測量

基本料金 超過料金
汚水量 金額 汚水量 １㎥につき

一般用
20㎥まで

1,８９0円
20㎥を超え60㎥まで 114円
60㎥を超え100㎥まで 135円
100㎥を超えるもの 155円

公衆浴場用 2,700円 20㎥を超えるもの 135円
臨時用 １㎥につき　135円

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
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ブロック塀点検 / 住宅土地・統計調査

自
主
的
な
安
全
点
検
の 

　
　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府

北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
お
い

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
住
み
よ
い
住
環
境
を
！

　

総
務
省
で
は
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
住
宅
・
敷
地
の
広
さ

や
所
有
関
係
、
住
ま
い
の
設
備
や

住
環
境
な
ど
を
調
査
す
る
「
平
成

30
年
度
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

結
果
は
、
住
生
活
基
本
計
画
な

ど
の
施
策
の
基
礎
や
、
防
災
な
ど

の
学
術
研
究
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
調
査
に
よ
っ
て
得
た
個
人

の
情
報
は
統
計
法
に
基
づ
き
適
切

に
保
護
し
、
統
計
調
査
の
目
的
以

外
へ
の
利
用
は
し
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
実
施
期
間

　

９
月
１
日
～
10
月
26
日

■
調
査
方
法

①
市
内
の
対
象
調
査
区
に
住
居
す

る
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
案
内
を
配

布
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

が
一
定
期
間
な
い
場
合
は
、
調

査
員
が
調
査
票
を
配
布
に
伺
い

ま
す
。

③
後
日
、
調
査
員
が
調
査
票
を
回

収
に
伺
い
ま
す
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
し
た
場
合
、

回
収
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ

【
調
査
内
容
に
関
し
て
】

　

調
査
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
受
付
時
間
：
８
時
～
21
時
）

☎
０
５
７
０
‐
７
８
‐
３
９
３
９

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
‐
５
５
３
９
‐
５
２
３
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
）

【
期
日
や
調
査
員
等
に
関
し
て
】

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

て
、
塀
の
崩
壊
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
故
の
発
生
を
受
け
、

山
梨
県
は
既
存
の
塀
（
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
組
積
造
の
塀
）
に
つ
い
て
、

所
有
者
自
ら
安
全
点
検
を
実
施
す

る
よ
う
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も

に
安
全
性
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
自

主
的
な
安
全
点
検
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口
一
覧

○
県
現
地
機
関

　
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
課

☎
０
５
５
‐
２
２
４
‐
１
６
７
４

○
専
門
家
の
相
談
窓
口

　
（
一
社
）
山
梨
県
建
築
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
５
４
１
４

　
（
一
社
）
山
梨
県

　
　
　
　
　
建
築
士
事
務
所
協
会

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
１
２
５
１

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
耐
震
化
も
ご
検
討
を
！

　
市
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
木

造
住
宅
に
対
し
て
補
助
事
業
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
木
造
住

宅
耐
震
診
断
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
建
築
営
繕
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
）

▲ブロック塀の点検チェックポイント
　（国土交通省HPより抜粋）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
自
主
点
検
を
‼

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平成
30年度

　7月22日（日）、甘
利山での自転車レース
「戦国ヒルクライム
in韮崎・甘利山」が
行われました。コー
ス距離11.7km、標高
差1,138m、平均勾配
9.7％という全国屈指
の難コースに、全国か
ら集まったたくさんの
猛者たちが、自らの限
界に挑戦し、甘利山の
激坂を必死に駆け上が
っていました。

真夏の激坂決戦！
戦国ヒルクライム

今 月 の 表 紙
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―
移
住
の
節
目
は
22
年
？・・・

　

１
年
７
カ
月
前
に
神
奈
川
県
か

ら
上
ノ
山
へ
移
住
さ
れ
た
高
橋
さ

ん
夫
妻
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

夫
の
雄
三
さ
ん
は
逗
子
で
生
ま

れ
、
22
歳
で
清
子
さ
ん
と
結
婚
。

そ
れ
か
ら
22
年
間
逗
子
で
生
活

し
、
44
歳
で
横
須
賀
へ
移
住
。
そ

こ
で
も
22
年
過
ご
し
、
な
ん
と
な

く
移
住
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
一

方
で
、
清
子
さ
ん
は
、
当
時
住
ん

で
い
た
家
ま
で
の
階
段
で
、
雄
三

さ
ん
が
怪
我
を
さ
れ
た
こ
と
で
、

引
越
（
移
住
）
を
考
え
た
そ
う
で

す
。
二
人
の
思
い
が
一
致
し
て
移

住
さ
れ
た
の
は
、
雄
三
さ
ん
が
66

歳
の
と
き
で
し
た
。

―
あ
い
さ
つ
が
き
っ
か
け
で・・・
　

　

き
っ
か
け
は
、「
美
味
し
い
と
う

も
ろ
こ
し
と
桃
が
食
べ
た
い
！
」

で
し
た
。
移
住
先
を
探
し
な
が
ら

観
光
の
拠
点
に
と
、
知
人
に
借
り

た
家
が
、
現
在
の
自
宅
だ
そ
う
で

す
。
千
葉
県
の
他
、
色
々
と
移
住

先
を
検
討
し
た
そ
う
で
す
が
、

「
韮
崎
は
横
須
賀
に
比
べ
て
便
利

で
環
境
も
い
い
。」
と
清
子
さ
ん
。

　

高
橋
さ
ん
夫
妻
の
日
課
は
毎
朝

の
散
歩
で
す
。
散
歩
中
の
あ
い
さ

つ
が
き
っ
か
け
で
た
く
さ
ん
の

方
々
と
繋
が
り
が
生
ま
れ
た
そ
う

で
す
。
今
で
は
農
家
か
ら
作
業
の

依
頼
を
受
け
た
り
、
野
菜
や
果
物

を
山
ほ
ど
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
と
か
。「
実
は
家
を
譲
っ
て
い

た
だ
い
た
方
と
の
出
会
い
も
、
散

歩
中
の
あ
い
さ
つ
か
ら
な
ん
で
す

よ
。」
と
雄
三
さ
ん
。

　

移
住
に
あ
た
り
高
橋
さ
ん
夫
妻

は
、
地
域
に
染
ま
ろ
う
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。「
皆
さ
ん
か
ら
気
兼

ね
な
く
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

は
じ
め
て
隣
近
所
と
の
お
付
き
合

い
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
と

に
か
く
こ
の
地
域
の
皆
さ
ん
は
人

が
い
い
ん
で
す
！
自
治
会
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
繋

が
り
も
深
ま
り
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
移
住
か
ら

22
年
後
の
88
歳
ま
で
は
こ
の
地
に

い
た
い
で
す
ね
。」
と
雄
三
さ
ん

は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ゆるキャラグランプリ / 移住者インタビュー

「
は
じ
ま
り
は
あ
い
さ
つ
か
ら
」

2
vol.
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職場体験 / COME ON MIACIS

　
韮
崎
東
中
学
校
の
清
水
太
陽
で

す
。
私
は
東
中
で
９
月
８
・
９
日

に
行
わ
れ
る
「
や
ま
な
み
祭
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
や
ま
な
み

祭
は
、
全
校
生
徒
で
行
う
東
中
の

学
園
祭
で
す
。
や
ま
な
み
祭
は
体

育
部
門
と
文
化
部
門
が
あ
り
ま

す
。
体
育
部
門
は
切
磋
琢
磨
し
て

競
い
合
い
、
優
勝
を
目
指
す
と
こ

ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
文
化
部
門

も
迫
力
の
あ
る
合
唱
や
、
迫
真
の

演
技
を
す
る
劇
な
ど
た
く
さ
ん
の

見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
や
ま
な

み
祭
は
、
み
ん
な
の
「
団
結
力
」

が
表
さ
れ
る
行
事
な
の
で
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
韮
崎
東
中
学
校
の
長
田
義
政
で

す
。
私
は
、
韮
崎
東
中
学
校
の
創

立
や
校
訓
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
韮
崎
東
中
学
校
の
創
立

は
、
昭
和
33
年
３
月
３
日
で
す
。

創
立
か
ら
60
年
経
ち
、
東
中
は
歴

史
が
深
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
東
中
の
校
訓
は
『
切
磋
琢

磨
』
で
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
校
長
先

生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
み
ん
な

で
競
い
合
っ
て
成
長
し
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
東
中
は
元
気
で
、
明
る
い

生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
学
校
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
韮
崎
西
中
学
校
に
続
き
、
韮
崎
東
中
学
校
で
も
７

月
５
、６
日
に
職
場
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
広

報
担
当
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
こ
と
を
み
ん

な
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
作
成
し
た
記
事
で

す
。
緊
張
し
な
が
ら
も
校
長
先
生
に
一
生
懸
命
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▶
「
切
磋
琢
磨
の
玉
」

▲韮崎東中学校の校舎

元
気
で
明
る
く
切
磋
琢
磨

や
ま
な
み
祭
と
は
？

僕
た
ち
の
東
中
！

中高生×大学生合宿
９/１５（土）～９/１６（日）

ミアキス卒業生を招いて
みんなでキャンプを
しながら交流します。
参加者募集中。お気軽に
お問い合わせください。

Come on 

Miacis

TEL : 0551-45-9919

９月号

　ベ
ッ
ド
と
、
そ
の
上
に
寝
転
が
る
自
分
、
さ
ら
に
そ
の

周
り
の
空
気
、
す
べ
て
が
ジ
ト
ジ
ト
し
て
い
る
。
不
快
指

数
が
高
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
夏
眠
は
暁
を
覚
え
て
し

ま
う
。
起
き
た
途
端
に
気
付
く
、
や
け
に
体
が
重
苦
し
い
。

体
中
に
染
み
わ
た
る
汗
。
こ
の
不
快
感
の
せ
い
で
、
初
め

て
変
温
動
物
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
後
悔
し
た
。
買
っ

た
ば
か
り
の
パ
ジ
ャ
マ
が
僕
の
汗
に
よ
っ
て
汚
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
、
す
こ
し
気
分
が
暗
く
な
っ
て
い
る
が
、

そ
ん
な
僕
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
外
は
も
う
明
る
く

な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
大
事
な
任
務
、
と

い
う
か
義
務
を
思
い
出
し
た
。
学
校
に
行
か
な
く
て
は
。

起
き
上
が
っ
て
か
ら
家
を
出
る
ま
で
の
流
れ
は
洗
練
さ
れ

て
い
て
、
無
駄
が
な
い
。
な
に
せ
二
年
以
上
も
繰
り
返
し

て
い
る
。
錆
つ
い
て
き
た
自
転
車
に
ま
た
が
り
、
今
日
も

一
日
が
始
ま
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
ん
な
憂
鬱

め
い
た
こ
と
を
言
う
の
に
は
理
由
が
あ
る
、
朝
の
僕
の
気

力
に
は
見
合
わ
な
い
通
学
路
の
上
り
坂
だ
。
僕
は
人
で
も

な
ん
で
も
逆
ら
う
の
は
嫌
い
だ
。
も
ち
ろ
ん
重
力
も
一
緒

で
あ
る
。
こ
う
や
っ
て
ど
う
で
も
い
い
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
坂
を
登
り
終
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
は
ぁ
、
と

た
め
息
を
ひ
と
つ
つ
い
た
と
き
、
視
界
の
色
が
全
体
的
に

塗
り
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
僕
に
は
眩
し

過
ぎ
る
色
合
い
が
、
光
の
速
さ
で
目
に
、
瞳
孔
に
、
網
膜

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
素
材
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
緑
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
太
陽
か
ら
放
た
れ
る
日
差
し
は
、
そ

の
緑
を
露
わ
に
し
、
輝
か
し
さ
を
自
慢
し
て
く
る
。
登
る

こ
と
を
終
え
た
の
と
同
時
に
下
る
こ
と
を
始
め
た
。
急
す

ぎ
ず
適
度
な
速
度
が
僕
の
体
に
心
地
よ
い
風
を
送
っ
て
く

れ
る
。
先
の
上
り
坂
の
対
価
は
こ
の
景
色
と
安
ら
ぎ
な
の

だ
ろ
う
と
思
え
ば
、
別
に
不
服
の
な
い
結
果
だ
と
納
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
韮
崎
に
は
甘
利
山
と
か
、
わ
に
塚
の

桜
と
か
新
府
城
と
か
、
よ
く
知
ら
れ
た
名
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
こ
の
景
色
は
そ
れ
ら
に
は
か
な
わ
な
い
の
だ
ろ
う
。

で
も
僕
は
こ
ん
な
、
な
ん
と
も
な
い
よ
う
な
景
色
で
も
魅

了
さ
れ
て
し
ま
う
。
今
は
だ
い
た
い
6
時
半
を
過
ぎ
た
頃

だ
ろ
う
。
辺
り
に
人
の
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
虫
の
鳴

き
声
と
だ
ん
だ
ん
加
速
す
る
自
転
車
の
音
だ
け
が
あ
た
り

に
響
き
渡
る
。
僕
は
こ
の
景
色
を
独
り
占
め
で
き
て
い
る

こ
と
に
趣
き
を
感
じ
て
い
る
。
僕
は
こ
の
一
つ
の
情
景
を

な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
通
学
路
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
ん
な
い
い
意
味
で
ど
う
で
も
い
い
風
景
が
韮
崎
に

は
ま
だ
い
く
つ
も
転
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
こ

の
街
に
は
あ
り
ふ
れ
た
出
会
い
が
眠
っ
て
い
そ
う
な
気
が

し
て
、
ま
た
な
ん
と
な
く
上
機
嫌
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
街
の
人
と
、
こ
の
街
の
自
然
と
巡
り
会
う
こ
と

で
自
分
は
創
ら
れ
て
い
く
。

さ
あ
、
今
日
も
こ
の
街
で

過
ご
し
て
い
こ
う
か
。

僕
が
韮
崎
で
生
活
し
て
い
て
感
じ
る

こ
と
を
小
説
に
し
て
み
ま
し
た
。（
春
哉
）

ミアキスは中高生が

自由に個性を発揮で

きるところ。今回は

中学３年生が短編小

説を書きました。地

域のみなさまも、こ

のような個性豊かな

中高生に会いに、ぜ

ひミアキスに足を運

んでみてください。

９月のイベント

こ
の
街
の
人
と
、
こ
の
街
の
自
然
と
巡
り
会
う
こ
と

で
生
活
し
て
い
て
感
じ
る

に
し
て
み
ま
し
た
。（
春
哉
）
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就学時健診 / 日本脳炎

平成31年度入学予定児童を対象

就学時健康診断を実施します
■対　　　象　平成31年４月に小学校入学の児童（平成24年４月２日～平成25年
　　　　　　　４月１日生まれ）※小学校区ごとに実施します。
■実 施 場 所　東京エレクトロン韮崎文化ホール（韮崎市藤井町坂井205番地）
■通知および必要書類

　対象児童の保護者の方には、9月上旬に通知と必要書類を送付します。必要事項を記入いただき、通知
に記載されている日時に受診してください。健康診断実施日の２週間前までに通知が届いていない場合
は、教育課学校教育担当まで連絡をお願いします。

　
み
な
さ
ん
は
自
分
の
腎
臓
が
ど

ん
な
働
き
を
し
て
い
る
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？
腎
臓
は
私
た
ち
が
生

命
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
と
て

も
重
要
な
臓
器
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
20
歳
以
上
の
成

人
の
８
人
に
１
人
は
慢
性
腎
臓

病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
推
測
さ
れ
、『
新

た
な
国
民
病
』
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
高
血
圧
」「
高
血
糖
」

「
脂
質
異
常
」
は
腎
臓
の
働
き
を

低
下
さ
せ
る
要
因
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

予
防
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
高
血

圧
」「
高
血
糖
」「
脂
質
異
常
」
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
！

※
無
料
・
要
予
約

■
日
時　
９
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
50
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
（
13
時
30
分
受
付
開
始
）

※
た
だ
し
、
総
合
健
診
結
果
報
告

会
の
方
は
受
付
時
間
が
異
な
る

の
で
、
事
前
通
知
を
確
認
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　
原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
院
長　
原
口　
和
貴
医
師

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
　
　
　
　

２
３
‐
４
３
１
６

小学校区 日程および実施時間 検査項目
穂　　坂

10月10日
（水）

受付時間
　Aグループ　13時15分～
　Bグループ　13時45分～
健診実施時間
　13時30分～15時30分

内科・眼科・
歯科・視力・
聴力・言語　
知能検査等　

韮崎北西
甘　　利
韮　　崎 10月11日

（木）韮崎北東

■お　願　い
　会場の混雑を避けるた
め、受付時間を２グルー
プに分けます。通知に記
載されている受付時間帯
にお越しください。

■問い合わせ
　教育課 学校教育担当

　（内線264）

日
本
脳
炎
の 

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で

積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン

が
開
発
さ
れ
、
現
在
で
は
通
常
通

り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
７
～
18
年
度

に
生
ま
れ
た
方
は
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
等
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
18
歳
と
な
る
方

で
第
２
期
未
接
種
の
方
に
は
５
月

下
旬
頃
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
常
、
日
本
脳
炎
第
２

期
の
対
象
は
９
歳
以
上
13
歳
未
満

の
方
で
す
。
今
年
度
９
歳
に
な
る

方
に
、
順
次
予
診
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
確
認
の
う
え
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

■健康診断日程

あ
な
た
の
腎
臓
は
健
康
で
す
か
？

～
心
に
ジ
～
ン
と
く
る
腎
生（
じ
ん
せ
い
）の
お
話
～

救急時の準備はできていますか？
　9月9日は救急の日です。救急時の準備はで
きていますか？
　市では、救急時安心情報キットを対象者に無
料で配布しています。
　救急時安心情報キットとは「普段通っている
病院」や「緊急連絡先」などの情報を専用の容
器に入れ、各家庭の冷蔵庫に保管するものです。
　これにより、病気やけがなどで救急隊員が駆
けつけた時に容器の中を確認して、病院への速
やかな情報伝達、搬送につなげることができま
す。ぜひ、ご活用ください。

■対象者
　65歳以上の一人暮らしの方
　その他市長が必要と認める方
■問い合わせ
　長寿介護課 介護支援担当
　（韮崎市保健福祉センター内）
　　　　　　　　☎23‐4313



13

福祉の日記念まつり / 西日本豪雨災害義援金

日　時 10月20日（土）　9時～13時30分　 ※雨天中止

場　所 韮崎中央公園陸上競技場
　恒例の福祉の日記念まつりを今年も開催いたします。内容の見直しを行い、お子様からお年寄りまで
皆さんで楽しめる催し物をたくさん予定していますので、ぜひご家族お友達おそろいでお越しください。

日程（予定）

時　間 内　容

９：00 ～ ９：30 開会式

９：30 ～ 10：00 韮崎工業高校太鼓部演奏

10：00 ～ 10：30 ラジオ体操

10：30 ～ 11：40 運動会 等

11：40 ～ 12：10 音楽グループによる歌の披露

12：10 ～ 13：10 各種団体による発表

13：10 ～ 13：25 健康教室

　県内外で活躍をしている
韮崎工業高校太鼓部の皆さ
んによる太鼓の披露があ
り、体験も可能です。

　気軽な体操ですが、実は
奥が深いラジオ体操を、全
国ラジオ体操連盟の講師と
一緒に行います！！

　県外で活動している音楽
グループの演奏で、童謡な
どを聞いたり、一緒に歌っ
たり、手遊びをして楽しみ
ます！！

シャトルバス
韮崎駅（発）

８：10
８：30
９：00

10：00
10：30
11：00
11：30

※市役所からの運行は
ありません。

※帰りは終了後、随時
運行します。

模擬店
　無料のとん汁、麦茶を配布します。（これまであった、
おでん、そば、うどんの販売はありません。）

食料支援
　支援を必要とする家庭へ配布しますので、食料品の提供をお願いします。

〔昨年度実績〕
　市民の皆さんから寄せられた、米2,250㎏、缶詰・カップ麺ほか2,８06品を71世帯の方に提供しました。

その他
　ミニＳＬ無料乗車、パトカーや消防車両の展示、各種団
体・企業による活動紹介やミニイベントを開催します。

■申し込み・問い合わせ　福祉課 社会福祉担当（内線1８1）

　
市
で
は
、
７
月
12
日
か
ら
西
日

本
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
義
援
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
も
受
付
を
継
続
し
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
義
援
金
総
額

　
８
８
９
，
２
５
６
円

　
（
７
月
24
日
現
在
）

　
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
、
被
災
地
へ
送
金
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
受
付
期
限　
12
月
28
日
（
金
）

■
受
付
場
所　
市
役
所
１
階

　
　
　
　
　
　
受
付
、
福
祉
課

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
８
１
）

第32回 韮崎市「福祉の日」記念まつり
～やさしさが　あなたの心をあたためる～

フリーマーケット出店希望者募集
　会場内にフリーマーケットエリアを設
けます。
　どなたでも参加できますので、皆さん
の参加をお待ちしています。
■申込期限　９月14日（金）

西
日
本
豪
雨
災
害

義
援
金
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

市内中学校にご寄附いただきました

滝田さん、100歳おめでとうございます！

熱戦！サッカーフェスティバル開催！

市民目線のまちづくりを

岡田さん、100歳おめでとうございます！

　旭陽電気㈱様より韮崎西中学校に日よけテント２
張、韮崎東中学校に優勝旗3式をご寄附いただきま
した。金山社長からは「市内の子どもたちの将来の
ために役立ててほしい。」とのお言葉があり、両校
校長は「地元企業の想いをしっかりと生徒に伝え、
大切に使っていきたい。」とお礼の言葉を述べまし
た。生徒の皆さんも、支援してくださる方々へ感謝
し、地域に貢献できる人となるよう勉強に運動に頑
張っていきましょう。

　7月15日（日）、穂坂町宮久保の滝田里子さんが100歳にな
られました。北杜市白州町からお嫁に来たという滝田さん。甲
府の高校まで電車以外はすべて歩いて通ったという健脚の持ち
主です。また、若いころは柱となって商売を支え、70代まで
本町のお店に立って店番をしていたそうです。元気の秘訣はよ
く食べること。昔から歌が好きでよく歌を歌っていたそうで
す。滝田さん100歳おめでとうございます。

　7月の土日には韮崎市サッカー協会主催による韮崎市サッ
カーフェスティバルが開催されました。7、8日は中学生の
部、14～16日は高校生の部、21、22日には小学生の部とそ
れぞれ県外からもチームを招いて熱い戦いが繰り広げられまし
た。市内の出場チームも奮闘し、参加した選手たちは日頃の練
習の成果を発揮しようと一生懸命フィールドを走っていまし
た。9月には女子の部、11月にはシニアの部が開催されます。

　7月14日（土）、市の第7次総合計画（平成31年度から
8年間）の策定に向けて市民の皆さんと一体となったまちづ
くりを行っていくために韮崎市まちづくりシンポジウムを開
催しました。各地区長をはじめたくさんの方にご来場いただ
きました。パネルディスカッションでは、来場した市民の皆
さんから貴重なご意見をいただくことできました。いただい
たご意見は総合計画の作成に役立ててまいります。

　7月11日（水）、穂坂町三ツ澤の岡田登美枝さんが100歳の
誕生日を迎えられました。岡田さんは穴山町から嫁ぎ、養蚕や
農業をしながら5人のお子さんを育てました。昔から身体は丈
夫で、若いころはよく働いていたそうです。今は家族の支えで
幸せに人生を送れているとのことで、次男夫婦には大変感謝し
ているそうです。お子さんたちから、「ありがとう、お母ちゃ
ん。100歳おめでとう。」とメッセージが送られました。
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

紺綬褒章おめでとうございます

第2回女性議会を開会

にらちびフェスティバル開催！！

ヤマケンカップ開催！！

　7月17日（火）、東京都渋谷区在住で大草町出身の清水美知雄
さん（首都圏韮崎会会長・ワッティー株式会社代表取締役）に内
藤市長より章記・褒章の伝達を行いました。清水さんは、（公財）
目黒区芸術文化振興財団の理事長も務めるなど芸術に造詣が深く、
美術・芸術を通じた地域の活性化をとの思いから、ふるさと応援
寄附金として多大なご寄附をいただきました。なお、紺綬褒章は
公益のために500万円以上の寄附をした方に贈られる褒章です。

　8月8日（水）、本市では２回目となる女性議会が開
会されました。女性議会は、男女共同参画社会の実現と
社会参加の促進に寄与するとともに、女性の視点からの
提案を活力あるまちづくりに反映していくことを目的と
しています。
　今回の女性議員は女性団体等で活躍されている皆さん
のほか、大学生や地域おこし協力隊が初めて参加され、
子育てや医療分野に関する質問をはじめ、様々な質疑が
交わされました。

　7月22日（日）、にらちびフェスティバルを開催し
ました。オープニングの市長とのじゃんけん大会から
始まり、メインとなる「いしいそうたろうと安藤あき
with＆AKI&バンド」による子育てトークセッション
は大人から子どもまで盛り上がっていました。このほ
かにウインドウアートや赤ちゃんハイハイレースな
ど、ニコリ全館を使った様々なイベントが催され、た
くさんの人でにぎわっていました。

　8月11日（土）の山の日に「第２回サンライズ
ヒル・穂坂 ヤマケンカップ」が穂坂自然公園で開
催され、県内外から約200名がトレイルランニング
大会に参加しました。
　公園内にあるトレイルランニングコースは本市在
住で世界的トレイルランナーの山本健一さんの監修
のもと、一昨年に富士島建設㈱のご協力により、全
長約5キロのコースが整備されました。さらに、今
年のヤマケンカップの開催にあたり、新たに緊急避難路についても整備していただきました。

　また、リコージャパン㈱山梨支社はヤマケンカップの後
援に加えて、リコーの森プロジェクトとして、穂坂自然公
園と甘利山の、草刈りや雑木の伐採といった森林整備を毎
年行っていただき、今年６月の、甘利山のさわら池周辺の
森林整備活動には約90名が参加されました。10月には穂
坂自然公園内で森林整備を行う予定です。
　ヤマケンカップは、富士島建設㈱やリコージャパン㈱山
梨支社など多くの企業から協賛をいただくなかで盛会に開
催することができました。



162018.9

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
☎
２
２ｰ

１
１
２
１

初
め
て
の
ミ
ニ
盆
栽

　
「
盆
栽
」
の
基
礎
知
識
や
お
手

入
れ
の
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
初

心
者
で
も
簡
単
に
で
き
る
ミ
ニ
盆

栽
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
陶
芸
・
工
作
室

■
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
服
装　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

■
定
員　
16
名

※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　
秋
山
盆
栽
園

　
　
　
　
秋
山　
実
先
生

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

　
受
付
で
申
込
書
を
記
入
し
、
参

　
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ネ
イ
ル
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座

　
飾
ら
な
く
て
も
美
し
い
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
美
爪
を
育
て
、
ケ
ア
す
る

方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　
９
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
和
室
会
議
室
１
・
２

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円　

※
お
手
入
れ
キ
ッ
ト
付
き

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
定
員　
10
名

※
最
低
催
行
人
数
４
名

■
講
師　

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ナ
チ
ュ
ラ

ル
美
爪
協
会　
セ
ル
フ
ケ
ア
マ
イ

ス
タ
ー　
伊
藤　
い
づ
み
先
生

■
注
意　
ナ
ッ
ツ
類
に
ア
レ
ル
ギ

ー
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
で
申
込
書
を
記
入
し
、
参

加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
健
康
体
操
で
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
ま
す
！

■
日
時　
10
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
、
11
月
７
日
・
14

日
・
21
日
・
28
日
、
12
月
５

日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
（
水

曜
日 

全
12
回
）

　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
１
，
２
０
０
円

■
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
、飲
料
水

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員　
30
名

■
講
師　

　
山
梨
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟　

　
　
　
　
　
齋
藤　
晴
美
先
生

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
で
申
込
書
を
記
入
し
、
参

加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

「
音
楽
を
楽
し
も
う
！
」
展
示

　
９
月
４
日
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
日
！
図
書
館
で
は
古
典
音
楽
か

ら
現
代
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
様
々
な

音
楽
に
ち
な
ん
だ
本
を
展
示
し
ま

す
。
音
楽
と
と
も
に
味
わ
い
た
い

小
説
も
ど
う
ぞ
。
図
書
館
で
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■
展
示
期
間　
９
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
９
月
27
日
（
木
）

放
送
大
学
公
開
講
座
（
無
料
）

　
  

「
英
語
の
力
は
単
語
の
力
」

　
英
語
の
能
力
を
伸
ば
す
の
に
、

特
に
重
要
な
の
は
英
単
語
の
習
得

で
す
。
単
語
学
習
は
退
屈
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
当
日
は
単
語
習
得

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
効
果
的
な
語
彙

学
習
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
講
師　
古
家　
貴
雄
氏

　
（
放
送
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　
・
山
梨
大
学
教
授
）

■
日
時　
９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
50
人
程
度（
申
込
不
要
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
９
月
は
市
外
（
つ
く
ば
ね
朗
読

会
）・
市
内
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
９
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
甲
斐
の
湖
」

　
　
　
　
朗
読　
塚
田　
君
枝
氏

「
八
ケ
岳
の
お
い
た
ち
と
美
し
森
」

　
　
　
　
朗
読　
高
野
萬
千
子
氏

「
夢
う
つ
つ
」あ
さ
の　
あ
つ
こ
作

　
　
　
　
朗
読　
笠
原　
里
紗
氏

「
初
蕾
」　　
　
　
山
本
周
五
郎
作

　
　
　
　
朗
読　
杉
原
恵
美
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
高
尾　
一
美
氏

　
　
　
　
　
　
　
小
林　
武
子
氏

「
手
巾
」　
　
　

芥
川
龍
之
介
作

　
　
　
　
朗
読　
水
川　
秋
人
氏

実
践
講
座

「
お
は
な
し
会
と
わ
ら
べ
う
た
」

　
経
験
豊
富
な
講
師
と
と
も
に
、

乳
幼
児
へ
の
手
遊
び
・
わ
ら
べ
う

た
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る

方
、
身
近
な
子
ど
も
た
ち
と
わ
ら

べ
う
た
を
楽
し
み
た
い
方
な
ど
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

■
日
時　
10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
講
師

　
「
お
は
な
し
と
お
ん
が
く
の

　
　
　
　
　
ち
い
さ
い
お
う
ち
」

　
主
宰　
落
合　
美
知
子
先
生

■
定
員　
40
名

■
申
込　
９
月
20
日
（
木
）
10
時

よ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
電
話
で

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

に
ら
★
ち
び　
キ
ッ
ズ
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　
　

(

予
約
不
要)

　
０
歳
児
ひ
ろ
ば
を
卒
業
し
た
け

ど
、
３
階
で
遊
ぶ
の
が
不
安
…
も

う
少
し
０
歳
児
ひ
ろ
ば
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
た
い
と
い
う
マ
マ
の
た

め
に
、
４
月
よ
り
月
に
１
度
キ
ッ

ズ
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
や
り
ま
す
。

■
日
時　
９
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
対
象　
１
歳
～
２
歳
く
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

第
１
回  

＃
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
＠
Ｌ

（
予
約
不
要
）

　
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク
を
一
緒
に

大
村
記
念
図
書
館

問
合
せ
☎
２
２ｰ

４
９
４
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
☎
２
３ｰ

７
６
７
６
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ご存知ですか？
　ご飯の主な栄養素である炭水化物は、私たちの身体にとても大切なエ
ネルギー源です。１食の目安は、両手を合わせた中に納まる程度です。
減らしすぎや食べ過ぎを見直してみましょう。

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
し
て
く
れ
た
方
に
は
、
プ
チ
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時　
９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
韮
崎
中
央
公
園

　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
広
場
周
辺

■
内
容

①
お
も
ち
ゃ
つ
り
・
わ
な
げ
コ
ー

　
ナ
ー　

 

（
各
１
回
１
０
０
円
）

②
に
ら
★
ち
び
駄
菓
子
屋
さ
ん

③
う
じ
ゅ
う
の
森
の

「
か
ん
な
く
ず
プ
ー
ル
」

　
ひ
の
き
の
香
り
に
癒
さ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？
大
人
も
た
っ
ぷ
り
楽

し
め
ま
す
。

天
然
酵
母
パ
ン
教
室
（
要
予
約
）

　
米
、
小
麦
を
主
体
と
し
た
天
然

酵
母
と
甘
酒
で
、
お
や
つ
パ
ン
を

作
る
、
託
児
付
き
パ
ン
教
室
で

す
。
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
定
員　
10
名

　
　
　
　
（
託
児
先
着
10
名
）

■
材
料
代　
１
，
０
０
０
円

■
託
児　
１
人
８
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
こ
ね
た

生
地
を
入
れ
る
持
ち
帰
り
容

器
、
託
児
に
必
要
な
お
で
か
け

グ
ッ
ズ

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話
（「
広
報
を
見
た
」と
お
伝

え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
は
、
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
す
る
市
民

の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月
第

２
木
曜
日
に
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
る
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方
や
お

友
達
を
作
り
た
い
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
申
込
不
要
）

■
日
時　
９
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
み
ん
な
で
歌
お
う
♪
」（
無
料
）

　
な
つ
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん

か
？
声
を
出
し
て
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
40
名

■
講
師　
合
唱
指
導
者

　
　
　
　
星　
ひ
ろ
美
氏

■
申
込　
９
月
４
日
（
火
）
か
ら

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

第
２
回
「
刺
し
子
を
楽
し
も
う
！
」

　
初
心
者
向
け
の
、
優
し
く
て
可

愛
い
刺
し
子
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

■
日
時　
10
月
19
・
26
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
【
２
回
講
座
】

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
会
議
室
１
・
２

■
定
員　
10
名

■
材
料
費　
４
０
０
円

■
持
ち
物　
ま
ち
針
・
ハ
サ
ミ
・

指
ぬ
き
・
定
規
・
チ
ャ
コ
ペ
ン

■
講
師　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
ス
タ
ッ
フ

■
申
込　
９
月
４
日
（
火
）
か
ら

第
２
回
「
筆
ペ
ン
講
座
」（
無
料
）

　
～
美
し
い
平
仮
名
を
書
こ
う
～

　
平
仮
名
の
成
り
立
ち
を
知
り
、

身
近
な
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
美
し
い

仮
名
文
字
の
書
き
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
10
月
23
・
30
日
（
火
）

　
10
時
～
12
時　
【
２
回
講
座
】

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
定
員　
20
名

■
持
ち
物　
市
販
の
筆
ペ
ン

　
　
　
　
　
（
毛
筆
タ
イ
プ
）

■
講
師　
書
家  

田
中  

志
津
氏

■
申
込　
９
月
４
日
（
火
）
か
ら

中
央
公
民
館

問
合
せ
☎
２
０ｰ

１
１
１
５

【
作
り
方
】

★
す
り
鉢
・
す
り
こ
木
は
ぬ
ら
し
て
お

く
。

①
す
り
鉢
に
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を
入

れ
、
す
り
こ
木
で
ご
飯
粒
が
半
分
に

な
る
程
度
ま
で
潰
す
。（
ビ
ニ
ー
ル

袋
で
も
代
用
で
き
ま
す
）

②
ク
ル
ミ
味
噌
を
作
る
。

　

ク
ル
ミ
は
袋
に
入
れ
て
荒
く
砕
き
ボ

ウ
ル
に
移
す
。
調
味
料
と
一
緒
に
よ

く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
炊
い
た
ご
飯
を
１
個
分
手
に
取
り
、

厚
さ
１
ｃ
ｍ
く
ら
い
の
小
判
型
に
ま

と
め
る
。（
８
個
作
る
）

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き
、

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
薄
く
伸
ば

す
。
中
火
で
両
面
に
焼
き
色
を
つ
け

た
ら
取
り
出
し
、
片
面
に
ク
ル
ミ

味
噌
を
塗
る
。（
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
や
グ
リ
ル
で
も
出
来
ま
す
）

【
栄
養
量
（
１
個
分
）】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

１
６
９
㌔
㌍

　

食
塩
相
当
量　

０
．
７
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
‐
４
３
１
０

知っ得！食育ひろば　－食改推の簡単レシピ！－

「 五　平　餅 」

【材料（８個分）】
・炊いたご飯 …… 600ｇ

（約2合分）
・サラダ油 ………… 適量
《調味料》
・くるみ ……………20ｇ
・すりごま …………10ｇ
・味噌 ………… 大さじ２
・砂糖 ………… 大さじ２
・しょう油 …… 小さじ１
・お湯 ………… 大さじ３
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

市
営
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
営
体
育
館
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
な
ど
を
備
え
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
男
女
別
に
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
残
暑
に
負
け
な
い
よ
う
体
を
鍛

え
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
　
　
☎
・

２
２
‐
０
４
９
８

Ｆ
Ｍ
八
ヶ
岳
を

　
　
　
　
　
お
聞
き
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
Ｆ
Ｍ
八
ヶ
岳
内
の
番

組
「
ニ
ー
ラ
韮
崎
す
ま
い
る
ニ
コ

リ
」
で
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
、
活
躍
し
て

い
る
市
民
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
放
送
日
時　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
12
時
～
12
時
30
分

　
　
再
放
送　
18
時
～
18
時
30
分

■
周
波
数　
82
．
２
Ｍ
Ｈ
ｚ

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

　
相　
談

ね
ん
き
ん
無
料
相
談（
予
約
不
要
）

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
何
か

不
明
な
点
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

■
場
所　
市
役
所
４
０
３
会
議
室

■
持
ち
物　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便・

ね
ん
き
ん
特
別
便
一
式
」、「
年

金
証
書
」、「
印
鑑
」、「
年
金
手
帳

（
お
持
ち
の
場
合
）」な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時　
９
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
会
場　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
会
議
室
１
・
２

■
内
容　
遺
言
・
相
続
手
続
き
、

営
業
許
認
可
申
請
、農
地
転
用
、

会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
、

建
設
業
許
可
申
請
、
帰
化
・
在

留
許
可
申
請
、
成
年
後
見
、
著

作
権
等

■
申
込　
不
要

■
相
談
員　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　
甲
府
北
支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

０
５
５
‐
２
３
５
‐
６
８
３
７

税
理
士
の
無
料
税
金
相
談

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

で
は
、
税
理
士
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
税
金
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
４
日
（
木
）　

　
　
　
　
13
時
～
16
時

　
　
　
　
※
予
約
不
要

■
場
所　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

■
相
談
内
容　
相
続
税
、
所
得
税 

お
よ
び
法
人
税
等
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

甲
府
地
方
法
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

①
休
日
相
談
所（
予
約
制
・
無
料
）

■
日
時　
10
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所

　
甲
府
合
同
庁
舎
２
階
会
議
室

■
内
容　
土
地
建
物
の
登
記
、
会

社
の
登
記
、土
地
の
境
界
問
題
、

遺
言
、
い
じ
め
等
の
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談

■
相
談
員　
公
証
人
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、法
務
局
職
員

②
相
続
セ
ミ
ナ
ー
（
予
約
制
）

■
日
時　
10
月
７
日
（
日
）

・
午
前
の
部　
10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部　
13
時
～
14
時
30
分

■
場
所

　
甲
府
合
同
庁
舎
２
階
会
議
室

■
内
容　

・
午
前
の
部

「
登
記
に
お
け
る
遺
産
分
割
と

相
続
手
続
き
～
円
満
解
決
の
秘

訣
～
」

　
　
　
　
　
　
講
師　
司
法
書
士

・
午
後
の
部

「
遺
言
の
す
す
め
～
い
ざ
と
い
う

と
き
に
困
ら
な
い
た
め
に
～
」

　
　
　
　
　
　
講
師　
公
証
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
１

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
の
境
界
の
専
門
家
「
土
地

家
屋
調
査
士
」
と
法
律
の
専
門
家

「
弁
護
士
」
が
協
力
し
て
皆
さ
ん

の
ご
相
談
に
応
じ
、
公
正
・
迅

速
・
円
満
な
形
で
問
題
の
解
決
を

目
指
す
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
、
予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
く

だ
さ
い
。
境
界
問
題
で
お
困
り
の

方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
（
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30
）

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
３
７
３
７

　
環
境
・
ご
み

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・
鏡
な
ど

有
害
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す

　
９
月
は
各
地
区
お
よ
び
拠
点
リ

サ
イ
ク
ル
会
場
で
、
蛍
光
灯
や
乾

電
池
、
鏡
や
水
銀
式
体
温
計
な
ど

水
銀
を
含
ん
だ
有
害
ご
み
の
収
集

を
行
い
ま
す
。
次
回
は
来
年
２
月

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
排
出
の
際

は
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
か
ら
出

し
た
状
態
で
収
集
場
所
に
備
え
ら

れ
た
コ
ン
テ
ナ
等
の
回
収
容
器
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
割
れ

た
蛍
光
灯
や
電
球
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
）・
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
は
、
不
燃
ご

投
票
日
は

　
11
月
11
日（
日
）

■
告
示
日　
11
月
４
日
（
日
）

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

○
日
時　
10
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

○
会
場

　
市
役
所
４
階
４
０
３
会
議
室

※
選
挙
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
回

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
３
３
・
３
３
４
）

韮
崎
市
長
選
挙
・

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
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み
と
し
て
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
集
場
所
や
日
程
に
つ
い
て
は
、

各
戸
配
付
し
て
あ
り
ま
す
「
平
成

30
年
度
ご
み
・
資
源
物
収
集
日
程

表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　
募　
集

嵐
峰
会
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
団
員
募
集
！

　
人
間
形
成
を
目
的
と
す
る
剣
道

は
、
稽
古
を
通
じ
て
礼
儀
作
法
や

他
者
を
思
い
や
る
心
、
困
難
に
負

け
な
い
強
い
心
を
育
て
ま
す
。

※
見
学
・
体
験
随
時
受
付

■
対
象　
小
中
学
生
・
一
般

■
練
習
日
時

木
曜
日　
18
時
30
分
～
20
時

土
曜
日　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
練
習
場
所

　
韮
崎
北
東
小
学
校
体
育
館

■
団
費　
２
，
３
０
０
円
／
月

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
‐
８
３
１
９
‐
８
２
９
０

 

（
保
護
者
会
・
早
川
）

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
穂
坂
ぶ
ど
う
の

　
　
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
教
室

■
日
時　
９
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
20
名

★
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
、
は
命
取
り
」
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
、〝
命
を
守
る
行
動
”
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
参
加
費　
５
０
０
円

②
燻
製
作
り
体
験
教
室

■
日
時　
９
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
15
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７
‐
４
３
６
２

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
×

本
町
リ
ト
ル
マ
ル
シ
ェ
開
催
！

　
市
内
の
２
つ
の
マ
ル
シ
ェ
が
共

同
開
催
！
韮
崎
の
商
店
が
集
ま
り

美
味
し
い
グ
ル
メ
や
新
鮮
野
菜
、

雑
貨
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
ま

す
。
韮
崎
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
マ
ル
シ
ェ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
11
時
～
17
時

■
場
所

　
に
ら
さ
き
文
化
村

　
屋
外
ス
ペ
ー
ス
・
一
部
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
商
工
労
政
担
当

　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

武
田
の
里
フ
ェ
ス
タ
・
韮
崎

「
怪
盗
ニ
ー
ラ
と
ま
ほ
う
の
宝
箱
」

～
隠
さ
れ
た
暗
号
を
探
せ
～

　
怪
盗
ニ
ー
ラ
が
宝
箱
を
用
意
し

た
。
韮
崎
の
ま
ち
に
隠
さ
れ
た
ひ

み
つ
の
こ
と
ば
を
集
め
る
と
、
ま

ほ
う
の
宝
箱
は
開
く
ら
し
い・・・。

宝
箱
を
開
け
る
た
め
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
！
す
て
き
な
賞
品
を
用
意

し
て
い
ま
す
！！

■
日
時　
10
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
（
予
定
）

■
参
加
資
格

　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
の
方
と

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
武
田
の
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
産
業
観
光
課
観
光
担
当
内
）

（
内
線
２
１
４
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
10
月
号

に
て
案
内
し
ま
す
。

～
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
～ 

　
　
第
33
回
下
水
道
ま
つ
り

　
「
下
水
道
の
日
」
の
行
事
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
下
水
道
ま
つ

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
１
日
（
土
）

　
10
時
～
14
時
（
雨
天
決
行
）

■
催
し
物　
下
水
道
施
設
見
学
・

　
ミ
ニ
下
水
道
展
・
水
質
実
験
・

　
お
た
の
し
み
抽
選
会
な
ど

■
主
催　
山
梨
県
・
富
士
北
麓
流

　

域
下
水
道
推
進
協
議
会
・（
公

　
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ

　
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
東
四
丁

　
目
26
番
１
号
）
※
駐
車
場
あ
り

☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
２
２
５
９

ぶ
ど
う
狩
り
と 

　
穴
山
町
歴
史
フ
ッ
ト
パ
ス

■
日
時　
９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
か
ら

■
場
所

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
（
穴
山
町
４
４
８
７
番
地
１
）

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
１
，
５
０
０
円

　
（
巨
峰
等
１
房・試
食
、
昼
食
付
）

■
申
込
期
限　
９
月
４
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐
１
２
４
０

（
館
長　
伊
藤
）

　「韮崎市行政改革大綱」および「韮崎市人
材育成基本方針」の改訂にあたり、市民の皆
さんを対象にアンケート調査を行います。
　簡素で効率的な行政運営を目指すための行
政改革として取り組むべき事項や、市民の皆
さんが普段感じている本市職員の仕事ぶり、
また、求める職員像などについて、ご意見を
伺いたいと思いますので、ぜひ、ご協力をお
願いします。
　市役所各課、保健福祉センター等、または、
市のホームページにアクセスし、「やまなし
くらしネット」電子申請等サービスのサイト
で回答をお願いします。

■回 答 期 限　9月21日（金）
■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当

（内線322・325・326）

「韮崎市行政改革大綱」・
「韮崎市人材育成基本方針」

の改訂に伴うアンケート調査のお願い

●国民健康保険より
８月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）
は、146,0９6,430円（前年同月比4.34%増）で、１人あ
たりの保険者負担額は、21,051円（前年同月比7.８９%
増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協
力ください。  

●市の人口　8月１日現在 　　    　　　 　 （前月比）
　 男　１４，９０７人（うち外国人２４４人）   　増減なし
　 女 　１４，９７８人（うち外国人２９２人）   　１６人減
　 計　２９，８８５人（うち外国人５３６人）   　１６人減
　 世帯数　１２，７３０世帯    　　　     　 　　３世帯増
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※平成30年10月３日現在
の路線図になります。韮 崎 市 内 バ ス 路 線 図


